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今
回
策
定
し
た
「
ふ
じ
高
齢
者
プ
ラ
ン
２

０
０
３
」
で
は
、
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た

介
護
保
険
料
の
見
直
し
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

こ
れ
ま
で
行
っ
た
施
策
や
事
業
の
評
価
・
分

析
を
行
い
、
今
後
の
高
齢
者
施
策
を
一
層
充

実
さ
せ
る
た
め
に
、
実
績
を
踏
ま
え
た
新
た

な
目
標
量
を
定
め
ま
し
た
。

「『
自
立
』
と
『
共
生
』
に
支
え
ら
れ
た

活
力
と
安
心
に
満
ち
た
高
齢
社
会
を
め
ざ
し

て
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
平
成
十
九
年
度

ま
で
の
五
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
高
齢
者
人
口
は
急
速
な
増
加
を

続
け
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

富
士
市
で
は
、
平
成
十
三
年
度
に
、
総
人

口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
の
割
合

（
高
齢
化
率
）
が
一
五
％
を
超
え
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
推
移
し
て
い
く
と
、
計
画
の
最

終
年
度
と
な
る
平
成
十
九
年
度
の
六
十
五
歳

以
上
人
口
は
四
万
六
千
人
を
超
え
、
高
齢
化

率
は
一
八
・
九
％
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
お
よ
そ
五
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以

上
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
化
が
進
め
ば
、
介
護
や

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
も
見
込

ま
れ
ま
す
。
介
護
や
保
健
・
福
祉
を
は
じ
め

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
く
の
か
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

高
齢
化
が
進
む
現
状
を
踏
ま
え
、
疾
病
や

け
が
に
よ
る
障
害
、
寝
た
き
り
や
痴ち

呆ほ
う

な
ど

介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
図
る
た
め
の
支
援
や
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

s

だ
れ
も
が
生
涯
を
通
じ
て
「
自
立
し
た
個
人
」
と
し
て
生
活
で

き
、
ま
た
、
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
も
、
高
齢
者
と
高
齢

者
を
支
え
る
人
々
が
「
共
生
」
し
て
、
こ
こ
ろ
豊
か
に
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

診
を
実
施
）
・
機
能
訓
練
や
訪
問
指
導
の

充
実
、
在
宅
ケ
ア
や
健
康
度
評
価
事
業
の

推
進
な
ど

保
健
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
専
門

的
な
人
材
の
確
保
・
育
成
と
い
っ
た
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
、
地
域
・
職

域
と
の
連
携
強
化
な
ど

具
体
的
な
施
策

「
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
や
高
齢
者
　

学
級
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
な
ど
、
仲
間
づ
く
り

や
き
っ
か
け
づ
く
り
の
支
援

小
中
学
生
な
ど
と
の
世
代
間
交
流
の
推
進
、

悠
容

ゆ
う
よ
う

ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

育
成
な
ど

高
齢
者
が
、
年
齢
や
性
別
、
世
帯
状
況
や

身
体
状
況
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
、
自
主
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
え
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

具
体
的
な
施
策

食
生
活
、
運
動
、
歯
の
健
康
な
ど
よ
り
よ

い
生
活
習
慣
の
推
進
、「
健
康
推
進
員
」

の
委
嘱
や
「
健
康
づ
く
り
市
民
会
議
」
の

設
置
と
い
っ
た
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く

り
活
動
の
推
進
な
ど

健
康
教
育
・
健
康
相
談
・
健
康
診
査
（
新

規
に
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
歯
周
疾
患
検

就
労
の
啓
発
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

と
の
連
携
・
支
援
、
職
業
相
談
・
起
業
相

談
の
充
実
な
ど

地
域
福
祉
推
進
の
組
織
づ
く
り
・
人
材
育

成
な
ど
の
支
援
や
連
携
強
化
な
ど

「誰
だれ

もが自分らしく、
共にこころ豊かに
生きられる高齢社会」

（ 2 ）（ 3 ）

保健福祉サービス 平成13年度 平成15年度 平成19年度 

生きがいデイサービス 

軽 度 生 活 援 助 

健 康度評価事業  

実施会場数（か所） 

利用者数（人／年） 

実施者数（人／年） 

13

27

923

18

35

1,010

25

60

1,170

機 能 訓 練 教 室 

転倒骨折予防教室 

痴 呆 予 防 教 室 

緊急通報システムの貸与 

実施回数（回／年） 

実施回数（回／年） 

実施回数（回／年） 

利用者数（人／年） 

108

27

127

312

144

31

150

342

148

36

160

402

ほう ち 

健康で生きがいを持った生活が 
できるよう、要介護状態になら 
ないための予防対策や社会参加 
の支援のほか介護家族の支援、 
地域ケア体制などの事業計画を 
定めています。 
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計
画
で
は
、
介
護
保
険
制
度
施
行
後
三
年

経
過
し
た
実
績
を
も
と
に
、
要
介
護
・
要
支

援
認
定
者
数
の
推
計
、
介
護
保
険
対
象
サ
ー

ビ
ス
の
見
込
み
量
を
算
定
し
ま
し
た
。

富
士
市
の
要
介
護
度
別
出
現
率
の
現
状
を

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
施
行
後
の
前
期
高
齢

者
（
六
十
五
〜
七
十
四
歳
）
・
後
期
高
齢
者

（
七
十
五
歳
以
上
）
ご
と
の
要
介
護
認
定
者

比
率
の
推
移
な
ど
を
考
え
た
結
果
、
左
の
図

の
よ
う
に
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
及
び
利

用
者
を
推
計
し
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
施
行
後
の
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
な
ど
、
給
付
実
績
の
分
析
評

価
、
高
齢
者
実
態
調
査
に
よ
る
利
用
意
向
、

地
域
特
性
な
ど
を
考
え
、
各
年
度
の
サ
ー
ビ

保
険
料
の
算
定
は
、
で
き
る
限
り
富
士
市

の
特
色
を
反
映
さ
せ
、
各
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の

三
年
間
の
見
込
み
量
を
費
用
化
す
る
こ
と
に

よ
り
行
い
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で

の
三
年
間
の
保
険
料
は
、
第
一
号
被
保
険
者

（
六
十
五
歳
以
上
）
一
人
当
た
り
の
月
額
基

準
額
を
二
千
八
百
二
十
五
円
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
前
計
画
で
の
保
険
料
に
比
べ
、
百
二

十
五
円
の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
実
際
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
を
行
う
た

め
、
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
介
護
保
険
事
業

の
運
営
に
努
め
ま
す
。

具
体
的
施
策

多
様
な
事
業
者
の
参
入
の
促
進
な
ど

「
事
業
者
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」、「
ふ
じ
し
の

介
護
保
険
」
の
冊
子
作
成
な
ど

介
護
支
援
専
門
員
の
育
成
と
支
援
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
評
価
、
介
護
保
険
モ
ニ
タ
ー

制
度
の
推
進
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性

確
保
の
推
進
、
医
療
機
関
と
の
連
携
な
ど
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認定者数

施設サービス
利用者数

居宅サービス
利用者数

（人）
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ス
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種
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と
の
事
業
所
供
給
量
調
査
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果
を
も
と
に
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量

を
算
定
し
ま
し
た
。

居宅・施設サービス 

介護老人福祉施設 
（特別養護老人ホーム） 

通　所　介　護 
（デイサービス） 

短期入所生活介護 
（ショートステイ） 

介護老人保健施設 
（老人保健施設） 

介護療養型医療施設 
（介護療養ベッド） 

痴呆対応型共同生活介護 
（グループホーム） 
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要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
や
重
度
化
を
予

防
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
良

質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
っ
て
、
要
介
護

者
な
ど
の
生
活
の
質
が
改
善
さ
れ
、
さ
ら
に

介
護
す
る
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
え
る
傾
向
の
あ

る
痴
呆
性
高
齢
者
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
な
施
策

在
宅
生
活
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
、
介
護
家

族
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
と
い
っ

た
家
族
介
護
支
援
の
充
実
な
ど

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
な
ど
福

祉
施
設
の
整
備

転
倒
予
防
教
室
な
ど
介
護
が
必
要
と
な
る
　

原
因
疾
患
の
発
生
予
防
対
策
の
拡
充
、

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
検
討
会
」

の
設
置
な
ど
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

体
制
づ
く
り

痴
呆
の
正
し
い
知
識
や
予
防
意
識
の
普
及

を
は
じ
め
と
し
た
痴
呆
予
防
対
策
の
充
実
、

「
痴
呆
性
高
齢
者
家
族
や
す
ら
ぎ
支
援
事

高
齢
者
の
自
立
支
援
や
生
活
の
質
の
向
上
、

社
会
参
加
を
促
進
す
る
よ
う
、
住
ま
い
や
道

路
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
外
出
し
や
す
い
移
動
手
段
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
の
連
携
に
よ

り
、
高
齢
者
に
対
応
し
た
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
た
め
に

具
体
的
な
施
策

住
宅
整
備
資
金
貸
し
付
け
事
業
な
ど
高
齢

者
が
生
活
し
や
す
い
住
宅
の
整
備
支
援
、

だ
れ
も
が
利
用
で
き
る
公
共
施
設
の
整
備

な
ど
外
出
し
や
す
い
環
境
の
整
備

地
域
防
災
対
策
の
強
化
、
防
犯
・
防
火
対

計
画
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

国
・
県
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
保
健
・

福
祉
、
介
護
保
険
、
医
療
、
生
涯
学
習
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
と
の
総
合
的
な
推
進
体
制
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
人
材
の
確
保
と
育
成
、

情
報
提
供
体
制
や
相
談
窓
口
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

富
士
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
と
支
援
に

努
め
ま
す
。

業
」（
平
成
十
六
年
度
か
ら
実
施
）
な
ど

介
護
す
る
家
族
へ
の
支
援
、
痴
呆
性
高
齢

者
の
権
利
擁
護
体
制
の
整
備
な
ど

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
な

ど地
域
医
療
体
制
の
充
実
な
ど

問い合わせ　 1 1 1

策
の
推
進
、
交
通
安
全
の
推
進

地
区
福
祉
推
進
会
の
活
動
・
設
立
へ
の
支

援
な
ど

（ 4 ）（ 5 ）

要介護状態の人を対象にした介護保 
険制度を円滑に利用していただくた 
め、居宅や施設での介護サービス量 
の見込みや施設整備の目標を立て、 
平成17年度までの65歳以上の人の 
介護保険料を定めています。 

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介
護
保
険
事

業
計
画
に
か
か
わ
る
事
業
の
点
検
は
、
市

民
及
び
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
関
係
団
体

の
代
表
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
組
織
す
る

「
富
士
市
福
祉
計
画
推
進
会
議
」
や
「
富

士
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
」
で
検
討
・

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
や
事
業
者
の
代
表
な
ど
か
ら
成

る
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
は
、
市
民

懇
話
会
的
な
位
置
づ
け
で
、
二
つ
の
計

画
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
計
画
の

策
定
を
通
じ
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
家
族
介
護
者
へ
の
支
援
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
で

支
え
助
け
合
う
取
り
組
み
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

今
後
は
、
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
内

容
の
一
つ
一
つ
が
実
と
な
り
、
富
士
市

の
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て
五
段
階
に

区
分
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
層

の
状
況
を
検
討
し
、
よ
り
負
担
能
力
に
見
合

っ
た
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画

住
み
な
れ
た
地
域
や
居
宅
で
可
能
な
限
り
自
立
し
た
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
、
ま
た
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
必
要
度
や
緊
急
度
を
考

慮
し
、
適
切
な
利
用
が
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

舘た
て

林ば
や
し

芳
子
さ
ん
（
今
泉
）

富
士
市
介
護
保
険

運
営
協
議
会
副
会
長



計
画
で
は
、
介
護
保
険
制
度
施
行
後
三
年

経
過
し
た
実
績
を
も
と
に
、
要
介
護
・
要
支

援
認
定
者
数
の
推
計
、
介
護
保
険
対
象
サ
ー

ビ
ス
の
見
込
み
量
を
算
定
し
ま
し
た
。

富
士
市
の
要
介
護
度
別
出
現
率
の
現
状
を

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
施
行
後
の
前
期
高
齢

者
（
六
十
五
〜
七
十
四
歳
）
・
後
期
高
齢
者

（
七
十
五
歳
以
上
）
ご
と
の
要
介
護
認
定
者

比
率
の
推
移
な
ど
を
考
え
た
結
果
、
左
の
図

の
よ
う
に
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
及
び
利

用
者
を
推
計
し
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
施
行
後
の
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
な
ど
、
給
付
実
績
の
分
析
評

価
、
高
齢
者
実
態
調
査
に
よ
る
利
用
意
向
、

地
域
特
性
な
ど
を
考
え
、
各
年
度
の
サ
ー
ビ

保
険
料
の
算
定
は
、
で
き
る
限
り
富
士
市

の
特
色
を
反
映
さ
せ
、
各
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の

三
年
間
の
見
込
み
量
を
費
用
化
す
る
こ
と
に

よ
り
行
い
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で

の
三
年
間
の
保
険
料
は
、
第
一
号
被
保
険
者

（
六
十
五
歳
以
上
）
一
人
当
た
り
の
月
額
基

準
額
を
二
千
八
百
二
十
五
円
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
前
計
画
で
の
保
険
料
に
比
べ
、
百
二

十
五
円
の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
実
際
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
を
行
う
た

め
、
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
介
護
保
険
事
業

の
運
営
に
努
め
ま
す
。

具
体
的
施
策

多
様
な
事
業
者
の
参
入
の
促
進
な
ど

「
事
業
者
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」、「
ふ
じ
し
の

介
護
保
険
」
の
冊
子
作
成
な
ど

介
護
支
援
専
門
員
の
育
成
と
支
援
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
評
価
、
介
護
保
険
モ
ニ
タ
ー

制
度
の
推
進
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性

確
保
の
推
進
、
医
療
機
関
と
の
連
携
な
ど
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や
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の
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を
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る
と
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に
、
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な
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の
提
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に
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、
要
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者
な
ど
の
生
活
の
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が
改
善
さ
れ
、
さ
ら
に

介
護
す
る
家
族
の
負
担
を
軽
減
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る
こ
と
を

目
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と
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
え
る
傾
向
の
あ

る
痴
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性
高
齢
者
対
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の
充
実
を
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り
ま
す
。
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的
な
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策

在
宅
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の
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と
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の
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ど

社
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福
祉
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の
機
能
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な
ど
福

祉
施
設
の
整
備

転
倒
予
防
教
室
な
ど
介
護
が
必
要
と
な
る
　

原
因
疾
患
の
発
生
予
防
対
策
の
拡
充
、

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
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ン
推
進
検
討
会
」

の
設
置
な
ど
地
域
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ン

体
制
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り
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の
正
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い
知
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や
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意
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の
普
及

を
は
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と
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た
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対
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の
充
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、
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性
高
齢
者
家
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や
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ぎ
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事

高
齢
者
の
自
立
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や
生
活
の
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の
向
上
、

社
会
参
加
を
促
進
す
る
よ
う
、
住
ま
い
や
道

路
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
外
出
し
や
す
い
移
動
手
段
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
の
連
携
に
よ

り
、
高
齢
者
に
対
応
し
た
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
た
め
に

具
体
的
な
施
策

住
宅
整
備
資
金
貸
し
付
け
事
業
な
ど
高
齢

者
が
生
活
し
や
す
い
住
宅
の
整
備
支
援
、

だ
れ
も
が
利
用
で
き
る
公
共
施
設
の
整
備

な
ど
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し
や
す
い
環
境
の
整
備

地
域
防
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対
策
の
強
化
、
防
犯
・
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対

計
画
推
進
体
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の
強
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を
図
る
た
め
、

国
・
県
と
の
連
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を
深
め
な
が
ら
、
保
健
・

福
祉
、
介
護
保
険
、
医
療
、
生
涯
学
習
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
と
の
総
合
的
な
推
進
体
制
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
人
材
の
確
保
と
育
成
、

情
報
提
供
体
制
や
相
談
窓
口
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

富
士
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
と
支
援
に

努
め
ま
す
。

業
」（
平
成
十
六
年
度
か
ら
実
施
）
な
ど

介
護
す
る
家
族
へ
の
支
援
、
痴
呆
性
高
齢

者
の
権
利
擁
護
体
制
の
整
備
な
ど

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
な

ど地
域
医
療
体
制
の
充
実
な
ど

問い合わせ　 1 1 1

策
の
推
進
、
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通
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全
の
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進

地
区
福
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推
進
会
の
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・
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の
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援
な
ど
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険制度を円滑に利用していただくた 
め、居宅や施設での介護サービス量 
の見込みや施設整備の目標を立て、 
平成17年度までの65歳以上の人の 
介護保険料を定めています。 

高
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者
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福
祉
計
画
と
介
護
保
険
事

業
計
画
に
か
か
わ
る
事
業
の
点
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は
、
市

民
及
び
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
関
係
団
体

の
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、
学
識
経
験
者
な
ど
で
組
織
す
る

「
富
士
市
福
祉
計
画
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進
会
議
」
や
「
富

士
市
介
護
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険
運
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会
」
で
検
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・

協
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ま
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。
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民
や
事
業
者
の
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表
な
ど
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ら
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る
介
護
保
険
運
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会
で
は
、
市
民
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話
会
的
な
位
置
づ
け
で
、
二
つ
の
計

画
に
か
か
わ
っ
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き
ま
し
た
。
計
画
の

策
定
を
通
じ
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
家
族
介
護
者
へ
の
支
援
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
で

支
え
助
け
合
う
取
り
組
み
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

今
後
は
、
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
内

容
の
一
つ
一
つ
が
実
と
な
り
、
富
士
市

の
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て
五
段
階
に

区
分
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
層

の
状
況
を
検
討
し
、
よ
り
負
担
能
力
に
見
合

っ
た
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画

住
み
な
れ
た
地
域
や
居
宅
で
可
能
な
限
り
自
立
し
た
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
、
ま
た
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
必
要
度
や
緊
急
度
を
考

慮
し
、
適
切
な
利
用
が
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

舘た
て

林ば
や
し

芳
子
さ
ん
（
今
泉
）

富
士
市
介
護
保
険

運
営
協
議
会
副
会
長


